
サービス管理責任者及び
児童発達支援管理責任者研修の流れ
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研修の流れ① （基礎研修まで）
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相談支援従事者
初任者研修（2日間）

サビ児管基礎研修

※ 広島県では，サビ児管基礎研修より前に

相談支援従事者初任者研修（２日間）の受講が必須です。
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基礎研修修了者について

基礎研修修了者は、２人目のサビ児管として個別支援計画の

原案作成ができます。

※基礎研修修了者１名のみをサビ児管として事業所に配置す

ることはできません。
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研修の流れ② （実践研修まで）
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※ 実務経験に算入できる業務内容は，
相談支援業務・直接支援の業務・個別支援計画の作成業務の３種類
（【例外】の場合は、「個別支援計画の作成業務」のみ実務経験に算入可能）

【原則】
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【例外】
実務経験

（個別支援計画作成）
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実践研修の実務経験【原則】
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実践研修の受講には，基礎研修修了日以後，

実践研修の受講前５年間に２年以上の実務経験が必要です。

この実務は必ずしも，２人目のサービス管理責任者や児童

発達支援管理責任者としての実務である必要はありません。

直接支援業務・相談支援業務への従事期間も実務経験年数

に算入できます。



実践研修の実務経験【例外】
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研修の流れ③ （更新研修）
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※ 更新研修は実践研修修了の翌年度から起算して

5年目の年度末まで受講可能。以後，5年ごとに更新研修の受講が必要。
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更新研修の受講時期

更新研修の受講時期は，実践研修修了の翌年度を起算点として

計算します。（1回目の受講期限は実践研修の翌年度から5年以

内，2回目の受講期限は実践研修の翌年度10年以内…）

前回の更新研修から5年ではないことに注意してください。
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更新研修の受講対象者について

■更新研修が受講可能な者

次の要件のいずれかに該当する者

• 実践研修修了日以後に2年以上，対象業務を行った者

• 研修受講日に対象業務に従事している者

■対象業務

• サビ管更新研修 → サビ管・管理者・相談支援専門員

• 児発管更新研修 → 児発管・管理者・相談支援専門員
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更新研修を期限までに受けなかった場合

更新研修を受講期限までに修了しなかった場合，翌日から

はサビ児管として勤務することができません。

現にサビ児管として従事していた場合は，人員欠如となり

ますので，受け逃すことのないように留意してください。

期限までに修了しなかった場合は，実践研修の受講が必要

です（基礎研修の再受講は必要ありません）。
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